
12月の予定
2日(木) 後期専門委員会

7日(火) 生徒朝会

２年・特別支援学級 保護者会

働く人々に学ぶ会⑦ ２年

租税教室 ３年

8日(水) オリンピックトーチ記念撮影

9日(木) 学級委員会

11日(土) プチなり祭り

14日(火) ３年 保護者会

15日(水) １年 保護者会

21日(火) ６校時カット

22日(水) 給食終了

23日(木) 学活・集会・大掃除

24日(金) 終業式

25日～１月７日 冬季休業日

12月29日～1月3日 学校閉庁日

1月の予定
10日(月) 成人の日

11日(火) 始業式・学活・避難訓練

12日(水) 発育測定・学活・集会

13日(木) 給食開始

15日(土) 第３回英語検定(１次)

20日(木) 生徒専門委員会

21日(金) 生徒朝会

22日(土) 埼玉私立高校入試中心日

27日(木) 学級委員会

29日(土) 読書フェスティバル

第３回数学検定

31日(月) 英検面接練習日

メガネの曇り 校長 根本 武彦

時が過ぎていくのは早く今年もあと１か月です。マスクでメガネが曇り、目の前が霞ん
でしまう冬がまたやってきます。
少し前の話になりますが、３年生が３～４人のグループを組んで私と面接をしました。

（今は私と生徒１人の面接を行っています）。①自己 PR、②将来の夢、③今頑張っている
ことについて、生徒が思いを綴った資料を事前にいただいていました。一人一人の資料に
目を通し、どんな話をしようか思いを巡らせました。
面接では、たくさんの将来の夢について聞くことができました。今や日本のアニメは世

界の注目を浴びています。そういう影響もあってか、アニメーターやイラストレーターに
夢を託す人が複数いました。また、「今はまだ決まっていないけど、これから頑張って考
えていきたい」という生徒もいました。私も自分の中学時代を思い返します。あの頃のよ
うに、未来に向けた強い期待と得体の知れない不安の入り混じった時代を、この子たちも
生きています。私たち大人が歩んできた時間と同じ時を積み重ねていくと思うと、あらた
めて愛おしく感じるとともに、たった一度の人生を力強く生きていってほしいです。
そんな中、子どもたちの思いに「はっ」とさせられることがあります。ある生徒は将来

の夢に「責任ある大人になりたい」と語ってくれたのです。職業名を話す生徒が多いなか、
どうして「責任」という言葉を考えたのでしょうか。責任ある大人の行動を見て「そうな
りたい」と思ったのか。反対に無責任な大人の姿を見て、そうなりたくないと考えたので
しょうか。ふと自分を振り返ります。「責任を持って生きる」。当たり前ですが、忘れが
ちなこの「責任」という言葉を忘れずに、生活をしなければならないと思いました。
また「僕は兄弟が多く、母が一人で働いて面倒を見てくれています。ですから、高校を

卒業したらすぐに働いて母を楽にさせたいです」と話してくれた生徒がいました。母親が
この言葉を聞いたらどんなに喜んでくれるでしょう。この生徒の思いを聞いて、私の心は
少し震えるような気がしました。この親子のように互いに尽くそうとする心こそ、人とし
て最も大切な心の在り方だと感じさせてくれました。どうか、この親子にも幸せが待って
いるようにと願わずにいられません。「人に尽くす」。これも、欲深い私にはこたえる言
葉です。
これからも責任ある大人として、しっかり行動をしなくてはいけません。それだけでな

く、身の周りで支えてくれる方々に対して、尽くす心を忘れずに過ごすとともに、子ども
たちの純粋な心から、私がすぐに忘れてしまう大切な思いを学んでいきたいです。
この冬、メガネが曇って周りが見えなくなってしまっても、心まで霞んでしまってはい

けません。某テレビ番組に出てくる５歳の女の子に「ボーっと生きてんじゃねーよー！」

【校訓】大志 三郷市立彦成中学校学校だより

令和３年１２月１日 発行

１２月
学校教育目標
１ 自ら学ぶ生徒
２ 思いやりのある生徒
３ 心身を鍛える生徒

スローガン

未来を拓け
ＮＥＸＴ彦成！

在籍生徒数 １２/1現在

１年生 ２年生 ３年生 計
59 ５０ 74 １83

１・２年生は１１月１５日、３年生は１６日にサ
ツマイモの収穫祭が行われました。春に苗を植えて、
夏もずっと水やりを続けてきたサツマイモ。大きな
サツマイモを掘り当てるたびに歓声を上げ(中には
2.5 ㎏のビックサイズ)、担任の先生に嬉しそうに見
せる生徒たちが、とても微笑ましいひと時でした。
許されるのであれば、焼き芋大会を実施したかった
です。
一方、学校ファームが充実しています。先日は秋

ジャガ、そら豆を植え、順調に育成中。さらに玉ね
ぎの植え付けを行いました。落花生の収穫には豊作
に満面の笑顔がこぼれました。次はきぬさやを植え
るそうです。

２年１組 NR
本の題名『秋のスイーツ』
著者：大森いく子
お菓子作りが苦手な人も多いと
思います。しかし『秋のスイーツ』
を読めば、秋の味覚を使い、簡単
かつ美味しい旬のスイーツを作
ることができます。お菓子作りの
基本も載っているので、大切な人にプレゼントすると
きに向いています。お菓子作りが「面倒」と思う人もス
イーツを作ってみたくなるはずです。「木の実のタル
ト」と「モンブラン」など、かわいくておいしそうな写真
も載っています。ほかの季節の本も出ているのでそち
らもおすすめです。


